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の
洋
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風
力
発
電
で
す
。
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の
洋
上
風
力
発
電
事
業

　
台
湾
は
そ
の
地
理
的
要
素
か
ら
世

界
有
数
の
洋
上
風
力
発
電
に
適
し
て

い
る
国
と
言
わ
れ
て
お
り
、政
府
は
同

分
野
の
発
展
を
目
的
と
し
て
、洋
上

風
力
発
電
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
高

い
場
所
の
調
査
や
、構
成
部
品
の
製

造
・
組
立
・
施
工
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担

う
産
業
パ
ー
ク
の
建
設
を
行
う
な
ど

海
外
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
み
ま
し

た
。そ
の
結
果
、洋
上
風
力
発
電
事

業
で
先
行
し
て
い
る
欧
州
企
業
が
進

出
し
、同
事
業
の
発
展
を
大
き
く
牽

引
し
て
い
ま
す
。２
０
１
９
年
に
台
湾

初
の
洋
上
風
力
発
電
が
稼
働
を
開

始
し
、足
元
で
も
相
当
な
規
模
の
建

設
計
画
が
進
捗
し
て
い
ま
す【
図
３
】。

日
本
も
台
湾
と
同
じ
島
国
で
洋
上

風
力
発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、多
く
の
日

系
企
業
が
台
湾
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収

す
る
た
め
台
湾
市
場
に
続
々
と
参
入

を
し
て
い
ま
す
。日
系
企
業
の
最
大
の

目
的
は
、台
湾
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
日

本
で
建
設
さ
れ
る
洋
上
風
力
発
電
の

開
発
に
活
か
す
こ
と
で
あ
り
、台
湾

現
地
で
も
台
日
企
業
の
今
後
の
連
携

に
期
待
の
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
福
岡
銀
行
の
海
外
駐
在
員
事
務

所
で
は
、海
外
向
け
の
販
路
や
仕
入

先
の
新
規
開
拓
に
関
す
る
現
地
企
業

と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
海
外
進

出
等
の
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、ご
興
味
が
あ
る
方
は
、最
寄
り

の
店
舗
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

２
０
２
２
年
３
月
18
日
現
在
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北
駐
在
員
事
務
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一
平
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は
じ
め
に

　
世
界
規
模
で
様
々
な
影
響
を
与
え

て
い
る
地
球
温
暖
化
の
進
行
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
、世
界
各
国
で

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に
向

け
た
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

台
湾
も
日
本
と
同
じ
く
２
０
５
０
年

の
達
成
を
宣
言
し
て
お
り
、特
に
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、現
政
権

が
重
点
分
野
と
し
て
注
力
し
て
い
る

政
策
の
１
つ
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
転
換
政
策

　
台
湾
は
２
０
２
５
年
ま
で
に
脱
原

発
の
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、全
体
の

発
電
設
備
容
量
に
占
め
る
割
合
を
、

天
然
ガ
ス
50
％
、火
力（
石
炭
・
石
油
）

30
％
、そ
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
以
下
、再
エ
ネ
）を
20
％
に
ま
で
引

き
上
げ
る
と
い
う
明
確
な
数
値
目
標

を
設
定
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
転
換

を
推
進
し
て
い
ま
す【
図
１
】。台
湾
は

国
内
で
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料

の
95
％
以
上
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て

お
り
、政
府
は
高
止
ま
り
す
る
対
外

依
存
度
を
低
減
さ
せ
、エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
を
高
め
る
た
め
、再
エ
ネ
の
電

源
開
発
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
ま

す
。再
エ
ネ
分
野
に
お
い
て
は
、特
に

台
湾
の
豊
富
な
日
射
量
を
活
か
し
た

太
陽
光
発
電
と
、島
国
と
い
う
恵
ま

れ
た
地
理
的
特
性
を
活
か
し
た
風
力

発
電
の
拡
大
に
注
力
す
る
方
針
で
す

【
図
２
】。政
府
は
太
陽
光
発
電
と
風

力
発
電
に
よ
る
生
産
額
が
２
０
２
５

年
に
も
２
兆
台
湾
元（
約
８
兆
円
）を

上
回
り
、新
た
に
16
万
人
の
雇
用
機

会
を
創
出
す
る
と
の
見
通
し
を
示
し

て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
官
民
一
体
と

な
っ
て
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、国

内
外
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
か
ら
も
大
き
く
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■ 図2　再エネの分野別発電量の実績と目標

■ 図3　洋上風力発電所建設計画一覧

一般的には、発電容量1MW当たり約5億円の建設コストがかかると言われています（100MW：約500億円）
出所）台湾富果研究部

出所）台湾経済部

■ 図1　電源別発電量の実績と目標

再エネ 石炭火力 ガス火力 原子力 その他

竣工時期 発電機 発電容量

出所）台湾経済部
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